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皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
十
六
年
の
初
春
を
お
元
気

で
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
私
も
気
持
ち
を
引
き
し
め
、
皆

さ
ん
の
ご
期
待
に
そ
え
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
ど
う
か
暖
か
い
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
昨

年
四
月
の
町
長
選
挙
は
、
私
に
と

り
ま
し
て
は
大
き
な
出
来
事
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
暖
か

い
ご
推
ば
ん
を
い
た
だ
き
ま
し
た

も
の
の
、
浅
学
非
才
の
身
も
か
え

り
み
ず
再
度
町
長
選
挙
に
出
馬
し
、

無
投
票
で
再
選
の
栄
に
浴
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
何
と
い
っ
て
も

合
併
問
題
が
中
心
で
し
た
。
今
、

溝
口
町
と
事
務
の
調
整
を
鋭
意
進

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
合
併
は
、
こ
れ
か
ら
だ
ん

だ
ん
と
厳
し
く
な
る
と
考
え
ら
れ

る
地
方
自
治
体
を
取
り
ま
く
諸
問

題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
私
は
少
な
く
と
も
住
民
福
祉
の

後
退
は
避
け
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
は
こ
の
他
、
小
野
、
小
町

を
除
い
た
幡
郷
地
区
と
、
大
幡
下

地
区
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
施
設
が
で
き

ま
し
た
の
で
、
中
海
テ
レ
ビ
が
映

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
有
線
放
送
の
施
設
更
新
も
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
で
き
ま

し
た
。

　
施
設
と
し
て
は
、
岸
本
小
学
校

の
プ
ー
ル
が
完
成
し
ま
し
た
し
、
今
、

特
別
教
室
を
三
教
室
増
築
し
て
い

ま
す
。
長
い
間
、

待
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
大
幡
下
地

区
の
下
水
道
も
着

工
で
き
ほ
っ
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
十

六
年
度
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
今
の
予
定
で
は
、
溝
口

町
と
の
合
併
は
十
七
年
一
月
の
計

画
で
す
の
で
、
今
年
で
岸
本
町
と

い
う
名
の
自
治
体
は
な
く
な
り
、

「
伯
耆
町
」
と
し
て
出
発
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
岸
本
町
は
、
五
十
年
に
及

ぶ
長
い
間
、
先
輩
各
位
に
営
営
と

立
派
に
築
い
て
い
た
だ
い
た
町
で

ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に

悔
の
残
ら
な
い
合
併
を
し
て
新
し

い
町
を
発
足
さ
せ
な
れ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
合
併
ま
で
の
本
町
の
諸
行
事
で

す
が
今
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
継
続
事
業

は
勿
論
で
す
が
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業

の
昨
年
で
き
な
か
っ
た
地
域
の
工
事
、

家
畜
の
排
泄
物
の
処
理
施
設
な
ど

は
な
ん
と
し
て
も
や
ら
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
紙
面
の
都
合
で
舌
た
ら
ず
に
な

り
ま
し
た
が
、
今
年
一
年
、
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
十
六
年
が
皆
様
方
に
幸
多

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念

申
し
上
げ
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

し
ま
す
。

【問合せ先】役場　地域振興課　電話　68－3113

　今年度、吉定・木戸口・立岩・上細見を除く大幡地区と、小野・小町を除く幡郷地区を対象に（株）中

海テレビ放送のエリア拡張工事を行っています。

　幹線工事等の部分については既に完成しており、ケーブルテレビの利用を希望された方皆さんに平成

15年中には利用していただけるよう進めてきましたが、まだご利用いただけない方もいらっしゃいます。

　これは、代理店を通じての契約書の提出が遅くなった方がいらっしゃいますのと、町内の宅内配線工

事指定店への申込みが全体の約３割と集中しているためです。

　まだご利用いただけない方につきましては、できるだけ早くご利用いただけるようにと考えています

ので、よろしくお願いします。

　また、今回対象とならなかった八郷をはじめとする地区につきましては、平成16年度に整備を行うよ

う県と協議を進めており、溝口町と合併予定の平成17年1月には全町でケーブルテレビを利用していた

だける環境にする計画です。

　電子政府・電子自治体構築の内の一つとして、現在、行政手続（申請など）のオンライン化が進めら

れています。

　オンライン手続は、電子的な申請書をインターネットで行政機関に送信することにより行います。オ

ンライン手続において本人確認を行うための極めて重要な基盤が公的個人認証サービスや住民基本台帳

ネットワークシステムです。

　今後、様々な行政手続がインターネットを通じてできるようになる予定です。この際、他人によるな

りすまし申請や、通信途中での改ざんなどを防ぐ必要があります。公的個人認証サービスとは、電子証

明書を交付することにより、こうした機能を全国どこに住んでいる人に対しても提供するものです。

　印鑑や公的証明書（運転免許証など）が必要な手続きの場合、オンライン手続では印鑑などは利用で

きないため、ＩＣカード（住民基本台帳カード）を用いて、電子的な申請書に電子署名（印鑑の代わり）

と電子証明書（印鑑登録証明書の代わり）を添付し、行政機関に送信します。電子証明書は、住所のあ

る市町村窓口で住民基本台帳カードに入れてもらうことができます。これが公的個人認証サービスで、

現在、国・県・町でテストが行われており、今年度中にサービスが開始される予定です。

総務省ホームページにおいて電子申請が体験できます。

【問合せ先】　　03―5253－5111（総務省代表）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自治行政局自治政策課・地域情報政策室

（電子自治体・公的個人認証サービス担当部局）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務省ホームページ（www.soumu.go.jp）
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戸籍の届出に本人確認が必要となります戸籍の届出に本人確認が必要となります戸籍の届出に本人確認が必要となります戸籍の届出に本人確認が必要となります戸籍の届出に本人確認が必要となります
　最近全国では、本人の知らないうちに、第三者によって婚姻などの届出がなされると

いう、虚偽の戸籍の届出事件が発生しています。

そこで岸本町では、虚偽の戸籍の届出を抑止するため、平成１６年２月1日から婚姻、

協議離婚、養子縁組、養子離縁などの届出のために窓口に来られた当事者の方（届出人）

について、本人確認をさせていただくことになりました。ただし、出生届、死亡届など

は対象としませんので、対象となる届出の種類など詳しいことは住民環境課にお問い合

わせください。

　届出のときには、お手数ですが下記の本人確認できるものをお持ち下さい。なお、必

ずしも本人確認できるものを持参されなくても届出はできますが、その場合、下記４の

ように改めて、届出があったことを郵便で通知することになります。

　運転免許証、パスポートなど本人の顔写真を貼り付けた官公署の発行した免

許証、許可証、身分証明書、外国人登録証明書等

本人確認に使用するもの

次のことについて、
　　　　　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

１．婚姻などの戸籍の届出のときは、なるべく当事者（例えば婚姻の場合、

夫・妻となる人、両方）が、本人を確認できるものを持参して役場に

おいでください。

２．窓口で受付の際に、ご本人であることを確認させていただきます。

３．本人を確認できるものをお持ちでないなどの理由により、本人確認が

できなかった場合は、届書の審査後、改めて、届出があったことを当

事者の方に郵便で通知します。

４．来庁されなかった当事者がある場合、あるいは、当事者以外の方が持

参された届出の場合も、届出があったことを当事者の方それぞれに郵

便で通知します。

５．時間外に宿日直員へ届書を提出された場合にも、上記４と同様に、届

出があったことを当事者の方それぞれに郵便で通知します。

【問合せ先】岸本町役場　住民環境課（電話６８－３１１５）
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展
覧
会
の
お
知
ら
せ

展
示
替
え
に
よ
る

　
　
休
館
の
お
知
ら
せ

授賞式の様子

植
田
正
治
写
真
美
術
館

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
授
賞
式

　
十
一
月
三
十
日（
日
）に
第
四
回

植
田
正
治
写
真
美
術
館
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
最
初
に
美
術
館
一
階
の
ア
ト
リ

エ
で
授
賞
式
が
行
わ
れ
、各
入
賞

者
に
賞
状
と
副
賞
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
授
賞
式
の
後
、入
選
作
品
が
展

示
し
て
あ
る
一
階
Ｄ
展
示
室
に
移

動
し
、渡
里
彰
造
氏
、川
本
貢
功
氏

に
よ
る
作
品
講
評
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

作
品
一
点
一
点
を
見
な
が
ら
、丁

寧
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
い
、

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
真
剣
に

聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
植
田
正
治
写
真
美
術
館
で
は
、

一
月
十
四
日（
水
）か
ら
一
月
二

十
五
日（
日
）ま
で
の
期
間
に
、第

十
一
回
目
と
な
る
岸
本
町
写
真

展
を
一
階
Ｄ
展
示
室
で
開
催
し

ま
す
。

　
今
年
は
昨
年
よ
り
応
募
数
は

や
や
減
っ
た
も
の
の
、力
作
が
多

数
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　
作
品
は
、何
気
な
い
日
常
の
風

景
や
、雄
大
な
自
然
、い
き
い
き

と
し
た
人
々
の
表
情
を
お
さ
め

た
も
の
な
ど
、様
々
な
写
真
が
出

展
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
出
展
さ
れ
た
方
も
お

ら
れ
、写
真
が
町
民
の
皆
様
に
も

浸
透
し
て
き
た
こ
と
を
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　
例
年
出
展
さ
れ
て
い
る
方
々
も
、

力
作
を
そ
ろ
っ
て
出
展
し
て
こ

ら
れ
、写
真
展
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

も
あ
が
っ
て
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　
今
回
出
展
さ
れ
て
い
な
い
町

民
の
皆
様
も
、写
真
に
興
味
の
あ

る
人
は
ぜ
ひ
次
回
の
写
真
展
に

出
展
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
展
覧
会
の
会
期
中
は
、

美
術
館
一
階
の
Ｄ
展
示
室
は
無

料
で
観
覧
し
て
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、町
民
の
み
な
さ
ま
も
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
植
田
正
治
写
真
美

術
館
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　
植
田
正
治
写
真
美
術
館
で
は
、

一
月
二
十
五
日（
日
）ま
で
、展

覧
会『
〜
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
〜
音
の
な
い
記
憶
』を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ<

音
の
な
い
記

憶>

は
植
田
が
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
も
む
き
撮
影
し
た
作
品

で
す
。

　
遠
い
異
国
の
地
を
舞
台
に
植

田
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
並
み
に

カ
メ
ラ
を
向
け
、た
だ
ひ
た
す
ら

に
撮
影
し
て
い
ま
す
。

　
撮
影
か
ら
帰
っ
て
き
た
植
田

は「
も
の
音
一
つ
し
な
い
不
思
議

な
国
」と
述
壊
す
る
よ
う
に
、そ

こ
に
は
静
寂
な
雰
囲
気
が
漂
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ご
覧
に
な
っ
て
な
い
町

民
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

　
岸
本
町
立
植
田
正
治
写
真
美

術
館
で
は
、
一
月
三
十
一
日

（
土
）
か
ら
新
た
に
始
ま
る
展

覧
会
の
展
示
替
え
の
た
め
、
一

月
二
十
六
日
（
月
）
か
ら
一
月

三
十
日
（
金
）
ま
で
の
五
日
間

を
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ご
来
館
の
際
は
お
気

を
つ
け
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
岸
本
町
立

　
　
　
植
田
正
治
写
真
美
術
館

　
　
　
電
　
話
　
３
９
‐
８
０
０
０

シリーズ
〈音のない記憶〉より

岸
本
町
写
真
展
開
催

押　　口　若槻　友真さん

坂　　長　宇田　直基さん

藍　　野　中上　貴大さん

リバータウン　奥田　尚緒さん

真　　野　下村　ゆいさん

こしきが丘　寺本　修平さん

坂　　長　小林　亮介さん

こしきが丘　米谷　美玲さん

わかつき　　ゆう ま

う　だ　 　なおき

なかがみ　　たかひろ

おく だ　　　な　お

しもむら

てらもと　　しゅうへい

こばやし　 りょうすけ

こめたに　　 み あき

　これからも家族
で協力しあって、
むし歯をつくらな
いようにしたいで
すね。

　平成１５年１２月３日、三歳児健診を受けられ

た１３名のうち、次の８名の方はむし歯が一本も

ありませんでした。

　現在、省エネルギー対策については、温室効果ガスの
削減をはじめとする地球温暖化問題への対応が必要にな
っています。
　ここでは、家庭でできる省エネルギー対策についてご
紹介します。
　
　・暖房中の温度は20℃を超えないように設定を。
　・お風呂はお湯が冷めないうちに連続して入浴を。
　・不必要なテレビのつけっ放しを控えましょう。
　・電気製品の待機時消費電力は決して小さくありません。
　　主電源をこまめに切りましょう。
　・給湯温度を高めに設定していませんか？食器洗いに
　　使用するお湯の温度を５℃低くしましょう。
　・冷蔵庫に物を詰め込みすぎると冷気の流れが悪くな
　　り余分な電力を消費します。冷蔵庫を効率的に使用
　　しましょう。
　・照明はこまめに消灯を。
　・照明にはエネルギー使用量が少なくて済む蛍光灯を
　　使いましょう
　・できるだけ家族団らんの時間を増やし、空いた部屋
　　の照明や暖房は切るようにしましょう。

　【問合せ先】役場　地域振興課　電話　68－3113

家庭でできる冬の省エネルギー活動
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シートベルト・チャイルドシートの
　　　　　　　　　　着用をお願いします

1台づつ交通事故防止を呼びかけます

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
街
頭
啓
発

韓国を知ろう講座報告会

　
交
通
安
全
運
動
初
日
の
12
月

16
日
溝
口
町
の
Ａ
コ
ー
プ
敷
地

内
で
、
溝
口
警
察
署
管
内
の
溝
口
・

岸
本
・
江
府
町
の
各
交
通
安
全

対
策
協
議
会
関
係
者
に
よ
り
国

道
１
８
１
号
線
を
通
行
す
る
車
に
、

チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
着
用
、
年
末
の
無
事
故
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

飲
酒
運
転
の
根
絶
、
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着

用
の
徹
底
で
し
た
。

　
特
に
年
末
・
年
始
は
飲
酒
の

機
会
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
「
飲

ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」
こ
と
を
意

識
し
て
、
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
も
交
通
事

故
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

○
車
の
前
照
灯
は
早
め
に
点
灯

し
て
く
だ
さ
い
。

○
歩
行
者
の
方
は
夜
間
外
出
時

に
は
、
反
射
材
の
着
用
を
。

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
確
実
な
着
用
を
。

ソ
ン

ソ
ン
　
ヘ

　
１２
月
１
日
、
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、

韓
国
を
知
ろ
う
講
座
２

期
生
の
受
講
者
が
韓
国

で
の
現
地
研
修
を
は
じ

め
と
す
る
報
告
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
国
内

事
前
研
修
は
も
と
よ
り

韓
国
に
直
に
触
れ
る
国

外
研
修
な
ど
の
年
９
回

開
催
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
歴
史
や
文
化
の
違
い

を
認
め
合
い
、
郷
土
の

良
さ
を
再
発
見
し
、
郷

土
を
愛
す
る
気
持
ち
を

育
み
、
韓
国
と
の
国
際

交
流
を
推
進
す
る
た
め

に
町
内
の
方
を
公
募
し
て
行
わ

れ
た
事
業
で
す
。

　
今
回
の
報
告
会
で
は
、
日
本

と
韓
国
の
比
較
を
焼
き
物
・
韓

国
の
茶
礼
を
学
ぶ
グ
ル
ー
プ
と

家
屋
や
生
活
風
習
を
学
ぶ
グ
ル

ー
プ
の
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
者
は
事
前
に
学
習
し
た

韓
国
語
で
の
会
話
の
状
況
や
現

地
の
様
子
、
自
分
が
体
験
し
た

内
容
を
各
自
が
準
備
し
た
ス
ラ

イ
ド
な
ど
を
用
い
て
丁
寧
に
説

明
し
、
こ
の
研
修
の
感
想
や
今

後
の
日
韓
交
流
の
あ
り
方
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
回
の
研
修
に
同
行

い
た
だ
い
た
、
鳥
取
県
県
民
局

の
成
　
聖
惠
氏
の
講
評
で
は
韓

国
出
身
で
あ
る
が
、
自
分
も
知

ら
な
い
韓
国
の
慣
習
を
研
修
生

が
勉
強
し
て
い
た
こ
と
や
手
芸

の
際
に
研
修
生
の
手
先
の
器
用

さ
に
驚
い
た
な
ど
、
研
修
で
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
講
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
韓
国
と
日
本
の
歴
史
・

文
化
の
背
景
の
違
い
を
よ
く
理

解
し
た
上
で
交
流
を
行
う
と
よ

り
深
い
日
韓
交
流
に
な
る
」
と

い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、

全
般
的
に
受
講
生
が
事
前
に
よ

く
学
習
を
重
ね
て
今
回
の
研
修

に
望
ん
で
い
る
こ
と
を
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
講
生
の
み
な
さ
ん
、
日
韓

交
流
事
業
の
経
験
を
活
か
し
て
、

今
後
の
活
躍
期
待
し
て
い
ま
す
。



　毎年恒例の“岸本きないや祭”が、１１月２３日（日）をメインに開催されました。
冬型の気圧配置でやや肌寒い天候でしたが、さわやかな晴天のもと、子どもみ
こしできないや祭が幕を開けました。小学校６年生の児童に限定していますので、
子ども達にとっても最初で最後のこどもみこし。小学校生活のよい思い出にと
大きな掛け声でみこしを担いでいました。
　岸本小学校体育館ではTheきないやアトラクションが行われ、風神太鼓の演
奏を皮切りに、SUT．Jr合唱団、大正琴教室、岸本町手話サークル、公民館舞踊教室、
中学校吹奏楽部と発表を行いました。ちびっ子紅白歌合戦では紅白それぞれ５
組に分かれて、アニメソング、歌謡曲、ラップなど色々なジャンルの歌で盛り上
がりました。今回で４回目ですが、毎年出場している子もあり、グループで振り
付けを合わせたり、衣装を合わせたり、歌いっぷりも堂々としたものでした。今
年は、僅差で白組の優勝でした。
　さらに、松田聖子のそっくりさん“なんちゃって聖子”さんのコンサートを行
いました。松田聖子よりやや“ポッチャリ”でしたが、声と雰囲気は大変そっく
りで、１９８０年代のヒットソングを中心に、巧妙なトークを交えながらのシ
ョーでした。ステージから降りて会場のお客さんとコミュニケーションをとる
など、楽しいコンサートでした。
　中央公民館では、人形劇団さんかく窓の公演と“森と泉の里合唱団”のコーラ
スがありました。
　文化祭では、町民体育館と中央公民館を会場に書道・絵画・写真・生花・木彫り
など数多くの作品が展示されました。一般の方の作品の中には、とても素人と
は思えないほど優れた作品があり、どれも目を見張る作品ばかりでした。
　その他、吉長市、青空市、フリーマーケット、農業展、ちびっ子広場など盛りだ
くさんの内容で町内外の人で賑わいました。
　最後になりましたが、関係されたスタッフの方々、大変お疲れ様でした。次回
もきないや祭を盛り上げましょう。

　 新
着図書の紹介　　 　　

（公
民館に

一覧表があります。ご利用ください）

1月の休館日
　1日から4日（年始）、12日（月）、２６日（月）
公民館の開館時間
　月・金・日曜日は午前9時から午後5時
　火・水・木・土曜日は午前９時から午後10時

・歳三　往きてまた（秋山香乃）
・青山一髪（上）孫文起つ（下）辛亥への道（陳　舜臣）
・百万遍　青の時代（上・下巻）（花村萬月）
・影踏み（横山秀夫）
・化生の海（内田康夫）
・誰か（宮部みゆき）
・凛冽の宙（幸田真音）
・ほっこり生きよう（河村武明）
・理由もなく切なくなる夜に読む本（鴨下一郎）
・ひきこもりセキラララ（諸星ノア）
・「即興詩人」のイタリア（森まゆみ）
・NHKスペシャル　文明の道
　　3.　海と陸のシルクロード（本村凌二　他）
・小泉純一郎　最後の賭け（大下英治）
・巨大銀行沈没　みずほ失敗の真相（須田慎一郎）
・カルロス・ゴーン　経営を語る

（カルロス・ゴーン、フィリップ・リエス）
・外人部隊の女（スーザン・トラヴァース）
・こんな男とは暮らせない（荒谷　茲）
・年齢をかさねる贅沢（ヴェロニク・ヴィエン）
・自分らしさとわがままの境で　日本女性の静かな革命

（アンヌ・ガリグ）

・決定版　よくわかる茶席の禅語（有馬頼底）
・ビジュアルワイド　世界遺産（小学館）
・気づかないと損する！請求もれ年金（柴田友都）
・お正月料理と鍋（編・能谷留加）
・かむ・のむが困難な人の食事（山田晴子他）

ほか

・かいけつゾロリとなぞのまほう少女（原ゆたか）
・怪談レストラン（松谷みよ子）
　　29.生まれ変わりレストラン
　　30.鬼のレストラン
・ねずみくんのクリスマス（なかえ　よしを）
・デルトラ　クエスト㈼2.幻想の島（エミリー・ロッダ）
・チューチューこいぬ（長　新太）
・親子でたのしめるやさしいマジック（提　芳郎）
・はじめてでもよくわかる将棋（富永靖弘）

ほか
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　新年明けましておめでとうございます。平成１６年が町民のみなさまにとりまして、よい年になりま
すようお祈り申し上げます。また、公民館活動がより充実したものになるよう、職員一堂努力いたしま
すので、変わらずご愛顧、ご利用くださいますようお願い申し上げます。

〒689-4133　岸本町吉長49　電話68-3617　ファックス39-8017
Eメ－ルアドレス　kouminkan@town.kishimoto.net

11月15日・22日開催！
11月27日（木）開催

　今回のわんぱく道場は、きないや祭に合わせて“たこづくり”
と“たこあげ大会”を行いました。まずはオリジナルのたこ
づくり。なかなかデザインが決まらず、時間内にできなかっ
た子もいました。でも、たこあげ大会には立派なたこに仕上
げて集合しました。途中小雨が降るなどコンデションはあま
り良くなかったですが、風は充分吹いていたので良くあがり
ました。中には、たこ糸を3本つないで300ｍくらいあげて
いる子もいました。巻き取るのが大変でしたね。今年強かっ
た阪神タイガースをデザインした子もいました。
　大変寒い日でしたので、終わったあとの芋煮鍋が好評でした。

あけましておめでとうございます。
本年もにこにこ公民館図書室を　
　どうぞよろしくお願いします。

　第7回松栄学級は、岸本町保健福祉センターで11

月27日に開催しました。今回は、米子市で朗読ボラ
ンティアをされている「火曜の会」のみなさんに、「お
はなし藤内ぎつね」「ブラックライト紙芝居」など
の実演をしていただき観賞しました。

・ともだち（ヘレン・オクセンバリー）
・したく　（　〃　）
・ごぶごぶ ごぼごぼ（駒形克巳）
・こんにちは どうぶつたち（とだきょうこ）
・でてこい でてこい（はやしあきこ）
・おつきさま こんばんは（　〃　）
・ねないこ だれだ（せなけいこ）
・いない いない ばあ（松谷みよ子）
・のせて のせて（〃）
・もこ もこ もこ（たにかわしゅんたろう）

　（などなど）
…

一人5冊まで二週間借りられます。

34丁目の奇跡
（ヴァレンタイン・デイヴィス）

物語のおやつ（松本侑子）

町の乳児検診の時に紹介している
本の一部です。畳の“幼児コーナー”
の棚にあります。どうぞご利用下

聖なる夜、何かが
起こる！ニュー
ヨークシティ・マ
ンハッタン34丁
目にあるメイシ
ー百貨店。おもち
ゃ売り場のサン
タクロースとし
て一人の老人が
雇われた。彼の行
く先々で不思議なことが…。
映画「34丁目の奇蹟」の原作本です。
心あたたまる物語をどうぞお楽しみ下さい。

『ぐりとぐら』のかすてら
『あしながおじさん』のレモンゼリー
『赤毛のアン』の木いちご水　　　など
誰もが親しん
だ物語に登場
するおやつを、
レシピと写真
で紹介した本
です。
文章で味わい、
実際に作って
楽しめるすて
きな一冊です。
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人
権
意
識
は
家
庭
・
集
落

　
町
全
体
へ
と
広
が
り
を

岸
　
本
　
町

教
育
委
員
会

　
昨
年
十
一
月
に
実
施
し
ま
し
た
「
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
は
、

区
長
様
は
じ
め
、
区
民
の
皆
様
、
関
係
団

体
等
の
皆
様
の
ご
協
力
で
、
有
意
義
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
二
十
才
代
か
ら
四
十
才
代
の
参
加
者
が

全
参
加
者
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
強
に
な
り
、

人
権
・
同
和
問
題
に
つ
い
て
積
極
的
で
前

向
き
な
声
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
育
所
の
保
護
者
会
の
皆
さ
ん

の
参
加
が
多
く
な
っ
た
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
以
前
は
「
昔
は
こ
う
だ
っ
た
か
ら

差
別
の
問
題
は
な
く
な
ら
な
い
」
と
か
、

「
無
く
す
の
は
難
し
い
」
と
の
声
が
多
か

っ
た
も
の
で
す
が
、
「
過
去
は
こ
う
だ
っ

た
が
、
今
は
こ
れ
こ
れ
し
よ
う
と
努
力
し

て
い
る
。
」
あ
る
い
は
、
「
こ
う
な
り
つ

つ
あ
る
。
」
と
い
う
力
強
い
発
言
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
人
権
・
同
和
問
題
研
修
会
や

講
演
会
な
ど
に
参
加
さ
れ
る
方
が
増
加
し
、

人
権
・
同
和
問
題
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

り
つ
つ
あ
る
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

○
　
か
つ
て
は
、
差
別
意
識
を
す
り
込
ま

　
れ
て
成
長
し
た
。
自
分
の
子
供
の
結
婚

　
の
時
、
家
族
か
ら
相
手
の
家
柄
を
調
べ

　
る
べ
き
だ
、
親
戚
が
反
対
す
る
、
な
ど

　
と
言
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
人
権
侵
害
と

　
説
得
し
た
。
　

○
　
結
婚
す
る
当
人
た
ち
が
、
差
別
に
立

　
ち
向
か
う
強
さ
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
。

○
　
同
和
地
区
の
人
た
ち
が
、
環
境
改
善

　
の
た
め
に
優
遇
さ
れ
た
そ
の
理
由
を
、

　
私
た
ち
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
た
め
に
学
習
が
必
要
で
あ
る
。

○
　
結
婚
は
、
本
人
同
士
の
意
志
が
大
事

　
で
あ
る
。
親
は
、
応
援
し
て
や
り
た
い
。

　
も
し
親
戚
な
ど
が
反
対
し
た
ら
、
説
得

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
程
の
力
を
付
け
て

　
お
き
た
い
。

○
　
人
権
・
同
和
問
題
は
身
近
な
こ
と
か

　
ら
考
え
て
み
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま

　
ず
は
、
家
族
の
中
か
ら
、
自
分
の
こ
と

　
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　
そ
し
て
、
近
所
や
集
落
へ
、
さ
ら
に

　
町
全
体
で
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　　
身
内
の
だ
れ
か
が
結
婚
す
る
場
合
、
そ

の
相
手
方
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
知
り
た
い
。

　
就
職
の
際
に
は
、
本
人
に
つ
い
て
の
情

報
を
知
り
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、
本
人
に
関
す

る
情
報
、
例
え
ば
「
出
生
、
国
籍
、
家
柄
、

障
害
や
疾
病
の
有
無
、
家
庭
環
境
」
な
ど

の
内
容
を
、
自
ら
調
査
し
た
り
、
興
信
所

な
ど
に
依
頼
し
て
調
査
し
た
り
、
身
近
な

人
や
知
人
な
ど
に
依
頼
し
て
「
聞
き
合
わ

せ
」
な
ど
の
方
法
で
、
本
人
の
知
ら
な
い

と
こ
ろ
で
、
本
人
に
わ
か
ら
な
い
よ
う
に

調
べ
る
こ
と
は
、
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、

差
別
行
為
に
な
る
と
し
、
鳥
取
県
は
「
身

元
調
査
お
断
り
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
も
う
差
別
は
無
く
な
っ
た
」
同
和
教

育
を
す
る
か
ら
、
部
落
差
別
を
知
ら
な
い

若
い
人
た
ち
が
部
落
差
別
を
知
る
。
だ
か

ら
い
つ
ま
で
も
部
落
差
別
は
無
く
な
ら
な

い
の
だ
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。

　
本
当
に
も
う
差
別
は
無
く
な
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。
自
分
と
関
係
の
無
い
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

　
昨
今
の
複
雑
な
社
会
事
情
か
ら
く
る
不

満
や
ス
ト
レ
ス
の
う
っ
積
の
た
め
に
、
差

別
事
象
は
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
差
別
発
言
、
差
別
落
書
き
、

差
別
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
差

別
文
章
な
ど
多
く
あ
り
ま
す
。

　
「
差
別
意
識
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
」

と
言
っ
て
も
、
日
常
生
活
の
中
で
、
自
分

に
差
別
意
識
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い

な
い
だ
け
な
の
で
す
。
差
別
が
何
で
あ
る

か
を
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
人
権
教
育
推
進
員
）

人権
かわら版

「
明
る
く
住
み
よ
い

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」へ

身
元
調
査
は

重
大
な
人
権
侵
害
で
す

ひ
と
の
心
を
傷
つ
け
る

　
　
　
　
　
差
別
落
書
き
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町
内
循
環
バ
ス
の
年
末
年
始
の

運
行
は
左
記
の
と
お
り
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
日
　
時
】
１２
月
３１
日
（
水
）

　
午
後
４
時
　
か
ら
運
休

　
１
月
１
日
（
木
）
全
線
運
休

　
１
月
２
日
（
金
）

　
始
発
か
ら
午
前
８
時
３０
分
ま
で
、

及
び
午
後
４
時
以
降
運
休
（
運
行

時
間
　
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午

後
４
時
ま
で
）

　
１
月
５
日（
月
）か
ら
平
常
営
業

　
ゆ
う
あ
い
パ
ル
の
正
月
の
営
業

日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
１
月
１
日
（
木
）
休
館
日

◆
１
月
２
日
（
金
）
（
午
後
６
時

　
ま
で
営
業
）

　
１
月
３
日
以
降
通
常
営
業

（
毎
週
水
曜
日
は
休
館
日
で
す
）

【
問
合
せ
先
】

　
岸
本
温
泉
　
ゆ
う
あ
い
パ
ル

　
電
話
　
６
８
―
５
５
２
６

　
１
１
０
番
は
、
事
件
事
故
、
災

害
な
ど
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
と
き
、

警
察
へ
連
絡
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
緊
急
電
話
で
す
。

　
１
１
０
番
通
報
を
さ
れ
る
場
合

に
は
、次
の
こ
と
を
お
尋
ね
し
ま
す

の
で
、落
ち
着
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

★
何
か
あ
り
ま
し
た
か

　
「
不
審
な
人
影
な
ど
」

★
場
所
は
ど
こ
で
す
か

　
「
目
標
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

★
い
つ
ご
ろ
で
す
か

　
「
何
分
前
で
し
ょ
う
か
」

★
犯
人
は

　
「
ど
ち
ら
の
方
向
へ
・
服
装
　

　
は
・
人
相
は
」

★
あ
な
た
の
名
前
、
住
所
、
電
話

　
番
号
は

　
「
事
件
や
事
故
と
関
係
」
　

【
問
合
せ
先
】
　

　
溝
口
警
察
署
６
３
―
０
１
１
０

　
警
察
総
合
相
談
電
話

　
０
８
５
７
―
２
７
―
９
１
１
０

　
か
「
＃
９
１
１
０
」

１
、
募
集
職
種
及
び
人
員
　

　
消
防
吏
員
　
１
名

２
、
応
募
資
格

　
昭
和
５３
年
４
月
２
日
以
降
に

　
生
ま
れ
た
人
　

３
、
試
験
日
程

・
第
１
次
試
験
　
２
月
１
日（
日
）

　
教
養
試
験
・
体
力
試
験

・
第
２
次
試
験
　
２
月
下
旬

　
面
接
試
験
・
作
文
試
験
・
健
康

　
審
査
・
消
防
適
性
検
査

４
、
採
用
予
定
　

　
平
成
１６
年
４
月
１
日

５
、
申
込
受
付
期
間
及
び
場
所

受
付
期
間
　

　
平
成
１６
年
１
月
６
日（
火
）〜

　
１
月
１９
日（
月
）当
日
消
印
有
効

受
付
場
所

　
米
子
市
両
三
柳
５
４
５
２
番
地

　
〒
６
８
３
―
０
８
５
３
　

　
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組

　
合
消
防
局
　
総
務
課

　
電
話
　
０
８
５
９
―
３
５
―
１
９
５
１

　
児
童
扶
養
手
当
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
。
児
童
扶
養
手
当
は
、
父

母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
親
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

を
養
育
さ
れ
て
い
る
母
子
家
庭
を

対
象
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
手
当
は
、
児
童
が
１８
歳
到
達

後
の
最
初
の
３
月
（
年
度
末
）
ま

で
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
国

民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
な
ど
は
認
定
さ
れ
ま
せ
ん
。ま

た
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
手
当

が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
役
場
　
住
民
環
境
課

　
電
話
６
８
―
３
１
１
５

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、２０
歳

未
満
の
身
体
又
は
精
神
に
中
程
度

以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童
を
監
護

し
て
い
る
父
、母
、又
は
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
た
だ
し
、児
童
が
身
体
障
害
者

施
設
な
ど
に
通
っ
て
い
る
場
合
、

児
童
が
障
害
を
事
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
な
ど
は
、手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
先
】

　
役
場
　
住
民
環
境
課

　
電
話
６
８
―
３
１
１
５

　
鳥
取
環
境
大
学
で
は
、
一
般
入

試
Ａ
方
式
及
び
セ
ン
タ
ー
試
験
利

用
入
試
（
前
期
）
の
成
績
優
秀
者

の
中
か
ら
、
入
学
後
４
年
間
の
学

費
が
全
額
免
除
と
な
る
特
待
生
（
計

８
人
）
を
選
抜
し
ま
す
。

Ａ
方
式

　
環
境
政
策
学
科
　
　
　
５６
名

　
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
２５
名

　
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
　
２５
名

出
願
期
間
　
１
月
６
日
（
金
）
〜

　
１
月
３０
日
（
金
）

試
験
日
　
２
月
７
日
（
土
）
８
日

（
日
）
試
験
日
自
由
選
択

試
験
会
場
　
鳥
取
・
米
子
・
東
京

　
大
阪
・
岡
山
・
広
島
・
福
岡

セ
ン
タ
ー
（
前
期
）

　
環
境
政
策
学
科
　
　
　
１５
名

　
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
６
名

　
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
　
６
名

出
願
期
間
　
１
月
６
日
（
金
）
〜

　
１
月
２３
日
（
金
）

大
学
独
自
の
試
験
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
先
】
　

　
鳥
取
環
境
大
学
入
試
広
報
課
　

　
電
話
　
０
８
５
７
―
３
８
―
６
７
２
３

　
「
不
景
気
で
収
入
が
減
り
ロ
ー

ン
の
返
済
額
を
抑
え
た
い
」
、
「
ボ

ー
ナ
ス
払
い
の
負
担
を
軽
く
し

た
い
」な
ど
返
済
に
お
悩
み
の
お

客
様
の
た
め
に
、公
庫
で
は
返
済

相
談
を
受
付
て
い
ま
す
。（
休
日

相
談（
第
一
・
三
日
曜
日
）実
施
中
！
）

【
問
合
せ
先
】

　
住
宅
金
融
公
庫
中
国
支
店

　
電
話
　
０
８
２
―
２
２
１
―
８
７
０
９

き
し
も
と
温
泉
ゆ
う
あ
い
パ
ル

　
　
年
始
の
営
業
日

町
内
循
環
バ
ス
の

　
　
　
年
末
年
始
の
運
休

１
月
１０
日
は

　
　
１
１
０
番
の
日
で
す

平
成
１５
年
度
　
鳥
取
県
西
部
広
域
行

政
管
理
組
合
　
消
防
職
員
採
用
試
験

鳥
取
環
境
大
学
・
４
年
間
の
学
費

全
額
免
除
と
な
る
特
待
生
選
抜

公
庫
住
宅
ロ
ー
ン
の

返
済
相
談
は
お
気
軽
に
！

母
子
家
庭
の
方
へ

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
た
め
に
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印刷／株式会社高下印刷

再生紙を使用

氏　名 年齢 住　所

96歳
64歳
70歳
80歳
86歳
95歳

口 別 所
真 野
ペンション
吉 長
み ど り
坂 長

野口　米子
熊野林一女
足 尾 　 滿
後藤美代子
太田　藤子
谷本　さだ

氏　名 性別 住　所

女

女

男

女

福 原

須 村

吉 長

大 寺

舩越　秋帆

佐々木望結

神馬　貴洋

白川あおい

保護者

俊巳・三奈子

学 ・ 淑 乃

浩・美保子

勉 ・ 桂

月　日 曜日 開　催　行　事 場　　　　　所 時　間

岸本町情報ホームページ（きしもとネット）http://www.kishimoto.net/　
Eメールアドレス　jouhou@town.kishimoto.net

ふなこし あきほ

さ　さ　き みゆう

かんば たかひろ

しらかわ

岸本町役場の電話番号

各課の電話番号（市外局番 0 8 5 9）

役場FAX番号　 68-3866

総務課
68-3111

68-3113

68-3115

68-4633

68-3114

68-4213

68-4211

68-3185

68-3112

68-4215

68-3183

地域振興課

税務地籍課

健康福祉課 68-4632在宅介護支援センター

産業観光課

財政、消防防災、選挙、有線放送、防災行政無線、
合併推進室

総合計画、統計、広報、交通安全啓発、開発

住民環境課 戸籍、住民票、印鑑証明、国民年金、老人医療、
国保、児童手当、ゴミ処理、墓地、保育所、

保健福祉
センター

建設水道課

出　納　室

農業委員会

教育委員会

議会事務局

老人福祉、障害者福祉、保健事業、介護保険、
災害援助、保健福祉センター

固定資産税、住民税、国保税、軽自動車税、地籍調査

農業、商工、観光、林業、家畜、水田転作、耕地、

道路、水路、交通安全施設、上水道、下水道、
浄化槽、災害復旧

出納、物品管理、基金管理

議会、監査

学校教育、社会教育、社会体育、人権教育、
文化財

68-5526 68-4659岸本温泉ゆうあいパル

農地売買、賃借、転用

■業務を担当している課がわからない場合や
　夜間・休日は代表番号 68-3111におかけ下さい。

Fax.

2 月 上 旬

2 月 5 日

　 〃 　

岸本町スキー教室兼スキー大会

乳幼児健診

二歳児健診

桝水高原スキー場

保健福祉センター

　　　〃

－

木

〃

９：５０～

９：００～

１３：１５～


